
一般社団法人全日本ろう者空手道連盟 

強化スタッフ規程 

（目的） 

第 1 条 

この規程は、一般社団法人全日本ろう者空手道連盟（以下「当連盟」という）が定款に

定める目的を達成するために委任する強化スタッフに関し、その任命、選出基準、活動

内容、遵守事項その他必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置目的） 

第 2 条 

強化スタッフは、当連盟が定款に定める目的を達成するために、当連盟の強化指定選手

および育成選手が強化活動を円滑に実施し、その指導・支援を行うことで、競技力向上

を通じて、ろう者空手競技の普及及び発展に寄与すること。 

（デフリーダーの設置） 

第 3 条 

強化スタッフに日本代表チームのデフリーダー（以下「デフリーダー」という）を設置

する。 

デフリーダーとは、デフスポーツの特性を理解し、視覚的情報保障および合理的配慮を

確保しながら、日本代表チームの運営を統括し、リーダーシップをもってチーム全体を

統率する責任者をいう。 

（強化スタッフの区分） 

第 4 条 

強化スタッフは、次の各号に掲げる区分とする。 

(1) デフリーダー 

(2) 形技術指導者（以下「形コーチ」という） 

(3) 組手技術指導者（以下「組手コーチ」という） 

(4) 医科学スタッフ 

①トレーナー 

②その他医科学に関する専門スタッフ（医師、管理栄養士、心理スタッフ等） 

(5) 運営担当（総務） 

(6) その他、強化活動に必要と認められるスタッフ 

（職務および役割） 

第 5 条 

強化スタッフは、それぞれ次の各号に定める役割を担うものとする。 

(1) デフリーダー 

① 日本代表チームの運営統括および強化方針の実行管理 

② 強化委員会および理事会との連携・報告 

③ 視覚的情報保障および合理的配慮の体制整備の統括 

④ スタッフ間の連携促進およびチームマネジメント全般 



(2) 形コーチ 

① 形競技における技術指導および競技力向上のためのトレーニング計画の策定 

② 選手の評価・分析および課題抽出 

③ 大会に向けた戦略立案 

(3) 組手コーチ 

① 組手競技における技術指導および競技力向上のためのトレーニング計画の策定 

② 選手の試合分析および課題抽出 

③ 大会に向けた戦略立案 

(4) 医科学スタッフ 

① 選手のコンディショニング管理、傷害予防および応急処置 

② リハビリテーション、身体機能改善支援およびドーピング防止教育 

③ 医科学的観点（栄養、心理、医学等）からの助言およびサポート 

④ 選手の健康情報の管理および強化委員会への報告 

⑤ フィジカル強化に関する評価・分析およびトレーニング方針の提案 

⑥ 競技特性に基づく体力要素（筋力、持久力、柔軟性、敏捷性等）の向上支援および  

   トレーニング効果のモニタリング 

(5) 運営担当（総務） 

① 合宿・大会・会議等の運営補助および調整業務 

② スケジュール管理および関係者との連絡調整 

③ 記録作成および事務手続きの実施 

(6) その他のスタッフ 

① 強化委員会が必要と認めた業務の遂行 

２ 前項の役割は、強化活動の状況に応じて、強化委員会の決議により一部変更または

追加することができる。 

（選任および資格要件） 

第 6 条 

強化スタッフは、強化委員会の決議により選出し、理事会の承認をもって決定する。 

２ デフリーダーは、次の各号の要件を満たし、かつパラスポーツ指導員資格を有する

者とする。ただし、当該資格を有しない場合であっても、デフスポーツおよびデフリン

ピックに関する知見（競技特性、国際大会運営、視覚的情報保障等を含む）または実績

を有し、強化委員会が特に必要と認めた場合はこの限りでない。 

(1) 全日本ろうあ連盟の会員であること 

(2) デフコミュニティにおける活動実績を有すること 

(3) ろう活動・デフスポーツ関連活動における実績および知見を有する者 

３ 形コーチおよび組手コーチは、次の各号のいずれかの要件を満たす者とする。 

(1) 公益財団法人日本パラスポーツ協会公認パラスポーツ指導者資格を有すること 

(2) 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格を有すること 



(3) 空手競技における十分な競技実績または指導実績を有すること 

４ 医科学スタッフは、次の各号のいずれかの要件を満たす者とする。 

(1) 公益財団法人日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー 

(2) 公益財団法人日本パラスポーツ協会公認パラスポーツトレーナー 

(3) 医師、理学療法士、柔道整復師等の国家資格を有する者 

(4) 公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ栄養士、または公認スポーツ心理士等

の専門資格を有する者 

(5) その他、スポーツ医科学に関する専門知見を有し、強化委員会が認めた者 

5 形コーチと組手コーチおよび医科学スタッフは、前項の資格に加え、次の要件を満

たすことが望ましい。 

(1) デフスポーツに関する理解または活動経験を有すること 

(2) 手話、筆談その他の方法による視覚的コミュニケーション対応が可能であること 

(3) デフリンピックまたは国際大会に関する知見を有すること 

6 前各項にかかわらず、デフリーダーまたは強化スタッフの推薦を踏まえ、強化委員

会が特に必要と認めた者については、理事会の承認をもって強化スタッフとして選任す

ることができる。 

7 強化スタッフは、一般社団法人全日本ろう者空手道連盟の会員に入会しなければな

らない。 

(1) 前項の入会は、原則として就任後速やかに、遅くとも就任日から 30 日以内に行う

ものとする。 

(2) 正当な理由なく前項の手続を行わない場合は、強化スタッフの選任を取り消すこと

ができる。 

8 理事は、理事会の承認を得て強化スタッフを兼任することができる。この場合、当

該理事は強化スタッフとしての立場において職務を行うものとする。 

9 前項により強化スタッフを兼任する理事は、日本代表選手選考その他利益相反が生

じるおそれのある事項について、公正性および中立性を確保するため、必要に応じて当

該事項に関する審議及び議決に参加しないものとする。 

（任期および契約期間） 

第 7 条 

１ 強化スタッフの任期は、原則として毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までの 1 年間

とし、当連盟との委託契約に基づき活動するものとする。 

２ 前項の任期は、評価結果および活動実績等を踏まえ、更新することができる。 

３ 強化スタッフの通算任期は、原則として 4 年を上限とする。ただし、特に必要と認

められる場合は、強化委員会の審議を経て、理事会の承認によりこれを延長することが

できる。 

 



（選任の取消し） 

第 8 条 

強化スタッフは、次の各号のいずれかに該当する場合、理事会の決議によりその選任を

取り消すことができる。 

(1) 医学的理由により職務遂行が困難となった場合 

(2) 第 9 条の遵守事項に違反した場合 

(3) 本人より辞任の申し出があった場合 

(4) その他、強化スタッフとして不適切と認められる場合 

２ 前項の取消しを行う場合には、緊急性がある場合を除き、当該強化スタッフに対し

て事前に説明及び弁明の機会を付与するものとする。 

（遵守事項） 

第 9 条 

強化スタッフは、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 法令、当連盟の各種規程、行動規範、ドーピング防止規程の遵守および誓約書の提

出 

(2) 指定された強化合宿、大会および行事への参加 

(3) 強化指定選手および育成選手に対する指導および活動報告の実施 

(4) 形コーチ、組手コーチおよび医科学スタッフは、合宿、大会その他の強化活動終了

後、所定の様式による活動報告書の提出 

(5) 健康状態の適切な管理および報告 

(6) 当連盟主催事業への協力 

(7) 視覚的情報保障および合理的配慮の実施 

 ① 手話、筆談、視覚的手段等を活用した情報伝達の確保 

 ② 聴覚障害特性に配慮した指導環境の整備 

 ③ 情報格差が生じないよう配慮すること 

(8) 他国選手への指導要請があった場合の報告 

(9) 肖像権および広報活動への協力 

(10) スポンサー契約等の報告および承認取得 

(11) メディア対応および講演活動への協力 

(12) 暴力、暴言、ハラスメントその他選手の人格及び尊厳を侵害する行為を行わない

こと 

（活動等） 

第 10 条 

強化スタッフは、強化委員会が必要に応じて招集する当連盟主催の合宿・大会・会議 ・

その他行事等において、その活動を行う。なお、会議を含む可能な範囲の活動はオンラ

イン形式での開催・参加を認める。 

２ 当連盟は、強化スタッフの活動に対し、当連盟謝金規程・旅費規程および助成金の

定める範囲により、各役職・活動に応じた謝金・旅費等を支払うことができる。ただし、

その金額等は理事会により決定し、任命・招集の際に通知する。 



３ 強化スタッフは、指定されたユニフォームを着用するものとする。 

（守秘義務および個人情報保護） 

第 11 条 

強化スタッフは、業務上知り得た情報を適切に管理し、第三者に漏洩してはならな

い。 

２ 個人情報の取り扱いについては、当連盟の定める規程に従う。 

３ 前各項の義務は、強化スタッフ退任後又は契約終了後も存続するものとする。 

（不服申し立て） 

第 12 条 

強化スタッフの選考等に関する不服申し立ては、日本スポーツ仲裁機構のスポーツ仲裁

規則に基づき解決するものとする。 

（改廃） 

第 13 条 

本規程の改廃は、理事会の決議による。 

 

附則 

本規程は令和８年４月１日より施行する。 


